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テレワークの適切な導入及び実施のためのガイドライン
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テレワークガイドラインにおける「事業場外みなし労働」

使用者の具体的な指揮監
督が及ばず、労働時間を算
定することが困難なとき

GPSやWeb会議、携帯電話、チャット

等のツールが存在する中、「困難」な
状況は、かなり限られる。

「みなし労働」自体の見直しの検討
が必要ではないか。

待機させてはいけない
(即答を強制してはいけない)

具体的な指示をしては
いけない

かつ
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アメリカと日本のテレワークの違い

個人主義
ジョブディスクリプションにより、
ワーカーの業務範囲が明確。
責任がある分、個人の裁量で仕事が可能

成果
ホワイトカラーエグゼンプション
業務に対する「成果」で評価。
業務にかかる時間は報酬に影響しない

大部屋主義
仕事の分担が明確ではなく、
チーム単位で協力し合い、
相談し合い、仕事を進めていく

労働時間
労働時間で報酬が決まる。
長時間、一生懸命がんばって
働くと、報酬が増える。

⇔ノウハウや人材の流出

仕
事
の
進
め
方

⇔過剰労働

⇔仲間意識・愛社精神・チーム力

⇔労働時間管理

⇔安定雇用・低い生産性

労
働
の
報
酬

任意雇用
仕事の成果が出ない社員は、
理由なしにすぐに解雇できる

雇
用
の
形

終身雇用
業務能力が低い社員がいても、
正当な理由なしでは、解雇できず、
雇用し続けなくてはいけない

⇔格差の拡大・高失業率

コミュニケーションとマネジメントにより、アメリカのまねではない「日本型テレワーク」が必要
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柔軟になる「時間」や「場所」を管理するかどうか

管理する

• 手間がかか
る

• コストがか
かる

管理しない

• 過剰労働に
なりやすい

• 生産性が低
下する

場所と時間

時間より成果？
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時間のみ、成果のみの評価は、良い結果にならない

時間

成果 人物評価

成果

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

報酬が下がり、
モチベーションも下がる

成果 時間がない人が
さらに大変になる
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「時間と成果」で評価する社会へ

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時間あたりの生産性

成果を時間で÷ためには、
日々の業務の時間計画と

日々の業務の見える化が必要
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管理職

在宅勤務者
離
れ
て
い
て
も
、

お
互
い
が
安
心
し
て

仕
事
を
す
る
た
め
の

監視ツールではなく・・・

ＩＣＴツールで信頼醸成12:00

Ｆチェア＋

隠れ勤務防止
機能

スマホアプリ
対応

ＩＣＴツールの活用で、テレワークでも適切な時間管理を
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「使用者による現認」の解釈

ICTを活用した「現認」の解釈の明確化
する必要があるのではないか

14



Copyright © 2019 Telework Management. All Rights Reserved.※当資料の無断転載を禁じます

時間あたりの生産性を評価し、柔軟な働き方に対応できる賃金制度

「時間あたりの生産性」を評価する

「評価」を「時間あたりの給与」とする

「働き方」(勤務形態)を「手当」とする

基本給
(月給ベース)

各種手当

残業手当

能力時給
(時給ベース)

各種手当

残業手当

フルタイム手当

フルウィーク手当

出社手当

時間拘束手当

従来の
賃金制度

フレックス
賃金制度

総額は変えず、

基本給与の算出方
法を変更

時間あたりの生産性を評価しつつ、

働き方手当により、公平性を保つ賃金
制度の事例

毎日、会社に来て、
フルタイム働く
ことが前提

「時間あたりの生
産性」を評価
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所定労働時間内の深夜割増の柔軟化

4:00  5:00 6:00 7:00 800 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 24:00

3時間 3時間 1

現状

在宅勤務を希望する従業員は、子育て等、なんらかの事情があるため、固定された就業時
間内で働けない場合が多い。このため、「子どもが起きる前」「子どもが寝る前」に在宅勤務
をする子育て中の社員は少なくない。しかし、「深夜割増賃金の支払義務」 （1.25倍） が生じ
るため、在宅勤務時は「深夜労働を禁止」されているケースが多い。とはいえ、実際には、そ
の時間しか業務ができないため、結果として、「賃金が支払われない労働」となっている。

1

5時間21

保育園送迎・家事

授業参観等
割
増

割
増「本人希望」「所定労働時間内」「上限の設定 」等の条件下での

「深夜割増賃金支払義務」の柔軟化

限られた時間しか働くことができない人の就業機会の創出
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所定労働時間内の深夜割増の柔軟化(企業)

本人の都合で、

深夜の時間帯に働
くのに、割増賃金
を払うのは不合理

在宅勤務制度は導入しない 在宅勤務時は、
残業も深夜労働も禁止する

限られた時間しか働くことができない人の、就労機会の損失・不利益

•在宅勤務時に過重労働となるのは、「過剰労働・長時間労働となっても認められない」とテレワーク人口
の半数近くが訴えていることからも伺えるように、適切な管理がされていないことが問題である。

•在宅勤務時の過重労働は使用者の不適切な管理によるものであり、ICTツールを活用する等、適切な管
理をするよう、指導や取締りを行うことにより、解決されるべきと考える。

在宅勤務では、時間管理がしにくく、過重労働になりやすいのでは?

そう考えてしまう結果として・・・

在宅だと、残業も
深夜労働も

管理できない。
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